
松
前
町
改
革
会
議
に
お
い
て
「
松
前
町
の
課
題
」
と
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
改
革
の
基
本
方
針
」
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
課
題
と
基
本
方
針
は
、
町
長
を
本
部
長
と
す
る
松
前
町
行
政
改
革
推
進
本
部
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�

�

歳
入
に
つ
い
て
の
課
題

�
新
た
な
収
入
源
の
確
保

松
前
町
の
立
地
条
件
・
特
性
を
生
か
し
、
企
業
の

誘
致
、
宅
地
化
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
収
入

源
の
確
保
に
努
め
る
。

�
町
税
等
の
収
納
率
の
向
上

住
民
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
。

�
受
益
者
負
担
の
適
正
化

公
共
施
設
の
貸
出
な
ど
の
使
用
料
や
手
数
料
は
、

総
合
的
に
見
直
す
。

�
町
有
財
産
の
有
効
利
用

町
が
所
有
し
て
い
る
土
地
で
具
体
的
な
利
用
目
的

の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
有
効
利
用
を
図
る
。

�

歳
出
に
つ
い
て
の
課
題

�
民
間
活
力
の
導
入

体
育
館
な
ど
は
、
よ
り
安
い
維
持
管
理
方
法
を
検

討
す
る
。

図
書
館
な
ど
は
、
住
民
と
の
協
働
を
基
本
と
し
た

運
営
方
法
を
検
討
す
る
。

�
報
償
費
・
補
助
金
・
負
担
金
の
見
直
し

補
助
金
、
負
担
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
に

そ
の
必
要
性
や
効
果
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
実
現
の
た
め
、
全
町

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

�
委
員
会
の
報
酬
等
の
見
直
し

委
員
会
な
ど
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
額
と

な
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

ま
た
、
委
員
会
な
ど
が
行
っ
て
い
る
研
修
に
つ
い

て
も
、
そ
の
必
要
性
を
検
証
す
る
。

�
人
件
費
の
抑
制

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
人
件
費
の
抑
制
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
特
別
職
の
給
料
・
報
酬
に
つ
い

て
も
検
証
す
る
。

�
組
織
の
再
編
と
職
員
の
意
識
改
革

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
既
存
の
組

織
の
再
編
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
常
に
コ
ス
ト
意
識
、
問
題
意
識
を
持
て
る

よ
う
に
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
。

�

	


�
�
�


�
�
�
�
�

改
革
の
基
本
方
針
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
と
、
健
全
な
財
政
運
営
の
両
立
を
目
指
し

次
の
と
お
り
と
す
る
。

�

住
民
の
理
解
と
民
間
資
源
の
活
用
を
基
本
に

住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
地
域
全
体
で
取
り
組
む
。

ま
た
、
住
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
民
間
資
源
を
積
極
的
に
活
用
す

る
。

�

聖
域
な
く

改
革
は
、
収
入
・
支
出
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
務

事
業
を
対
象
に
す
る
。
ま
た
、
報
酬
な
ど
に
つ
い
て

も
検
証
す
る
。

松前町改革会議とは…
今までの行政運営の方法・制度を新
たな視点・発想で改革し、住民ニー
ズに的確に対応するための基本方針
を策定するために設置された会議

第２回 改革会議の様子
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